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「多価値相克状況における合意形成のための
動的参照モデル調査研究会」の発足にあたって
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Abstract– The establishment of the “Research Group on Dynamic Reference Models for Consensus
Building in Multi-Value Conflict Situations” was approved by the Board of Directors of TRFST in
August 2020. This paper introduces the background, purpose, and planned activities of the study
group, and encourages the active participation of transdisciplinary oriented persons.
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1. はじめに

かつてインド首相ネルーは，「このひとつの世界にお
いては，災厄もまた分割できない」と言った．グローバ
リゼーションの時代，疫病のパンデミックとして世界に
感染拡大したのは必然である．しかし，パラドキシカル
にも，疫病への対処として，各国，各地域は相互の交通
を遮断し，それぞれ独自の対応策をとった．それらは，
地域の文化的・社会的・自然環境的特性をふまえつつ，
また多様なステークホルダーが重視する価値のせめぎ合
いの結果でもある．
このような価値の相克は，人類が有史以来抱えてき

た葛藤でもあり，根源的なアポリアでもある．しかし，
コロナ・パンデミックは，このアポリアへの現実的な解
を緊急にわれわれに求めている．しかし，その解は一意
には得られない．なぜなら，状況は日々変化するからで
ある．
このアポリアの解決には，まさに横幹知的視座が必須

であり，横幹知をつなぐ場として，2020年 9月，「多価
値相克状況における合意形成のための動的参照モデル調
査研究会」が横幹連合理事会で承認された．本稿は，こ
の研究会の活動をご紹介する．
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2. 本調査研究会の目的

新型コロナ・パンデミックとそれへの対応は，地球規
模でのシステムから個人レベルでの行動までの変容を驚
異的な速度で引き起こした．このため，監視による社会
秩序優先か個人の自由優先か，経済か防疫か，平等か功
利性か，オンサイトかオンラインか，といった様々な相
克が表面化した．
本調査研究会の目標は，急速な社会変容が予期され

るウィズコロナ時代における社会と個人の意思決定や
事業計画に必要な新たな理論的枠組みを構築することで
ある．
さらに，この枠組みをアーキテクチャとして構築す

ることで，ウィズコロナで顕在化する多様な社会価値を
弱者にとっても著しく褒貶することなく実現する倫理度
指標や持続度指標の高い公共事業・産業ソリューション
ならびに複合災害時リスク対応に繋がる実装研究を企画
する．
この目標を達成するために「相克する多様な価値の関

係性を可視化可能な指標群の設計」，「多様な指標に基づ
くコロナ・パンデミック対応の実態把握」，「ウィズコロ
ナの諸問題解決案を導く合意形成や配慮すべき社会倫理
が参照すべきモデル，すなわちコロナ世界観の提示」の
3項目について検討を進める．多様性，倫理性を含む公
共性，持続可能性，レジリエンスといった概念を妥当性・
信頼性をもって測定する指標開発は，今般のわが国のパ
ンデミック対応に必要な多面的価値評価を可能にするこ
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とはもちろん，ELSIに係る社会変容（Transformation）
の多価値モデル表現を可能にすることが期待できる．
上記を踏まえて，本調査研究会は，

1⃝ 多様なステークホルダー間の相反する価値観にバラ
ンスのとれた意思決定と行動を可能にする理論的枠
組みを，可視化可能な指標群，社会シミュレーショ
ン手法を備えた方法論として提示すること，

2⃝ この方法論を，公共分野政策・産業ソリューション
および複合災害の場面で，指標計測，シミュレー
ション，熟議等で構成するアーキテクチャとして社
会実装し，その正当性を立証すること，

などを中心に，競争的資金への申請を予定している．

3. 研究会の構成

現時点では，本研究会は Table 1 に示すようなメン
バーで構成されている．メンバーの専門分野は極めて多
様であり，横幹的研究のプラットフォームとしての活動
が期待される．
いうまでもなく，本研究会の活動はこのメンバーに閉

じるわけではなく，多くのみなさまとの融通無碍なコラ
ボレーションができることを期待している．

4. 活動状況

本研究委員会は，先にも述べたように，2020年 9月
の横幹連合理事会で，設立の承認を頂いた．
その後，2020年 9月に第 1回の委員会をオンライン

で開催し，活動方針を審議した．
また 2020年 10月の第 11回横幹コンファレンス（オ

ンライン）において，オーガナイズドセッション「ポス
トコロナ未来社会と横幹知」[1]-[6]を企画し，6人のメ
ンバーが講演を行った．

2020年 12月 28日には第 2回研究会（オンライン）を
開催し，今後の活動方針を確認した．その内容としては，

1⃝ 2ヶ月に一回程度の定例研究会開催
2⃝ 4ヶ月に一回程度の公開研究会開催
3⃝ 横幹コンファレンスにおけるオーガナイズドセッ
ションの企画

4⃝ その他

今後，横幹会員学会のみなさまとさまざまなかたちで
連携させていただきたいと考えている．
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